
日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
三
六

一
、
は
じ
め
に

　
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
長
崎
や
琉
球
で
は
移
民

人
を
ル
ー
ツ

に
も
つ
人
々
が
中
心
と
な
り
、
中
國
と
の
外
交
や
貿
易
の
現
場
に
お
け
る
通
譯
集

團―

通
事―

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
琉
球
は
琉
球
の
、
長
崎
は
長
崎
の
地
域
特
性

の
影
响
を
受
け
な
が
ら
、

界
に
お
け
る
仲
介
者
、
そ
し
て
媒
介
言
語
た
る
中
國

語
の
擔
い
手
と
し
て
重
要
な
役
割
を
擔
っ
て
き
た
こ
と
は
、
既
に
周
知
の
事
柄
に

屬
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
長
崎
の
唐
通
事
や
琉
球
の
久
米
村
通
事
が
、
自
ら
が

編
纂
し
た
官
話
敎
材
の
他
に
、
中
國
の
白
話
小
說
や
戲
曲
を
中
國
語
學
習
に
活
用

し
て
い
た
こ
と
は
、
夙
に
武

長
平
や
石
崎

造
に
よ
り
指

さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
例
え
ば
、
武

長
平
「
鎭
西
の

那
語
學
硏
究
」（『
西
南
文
運
史
論
』
岡
書

院
、
一
九
二
六
）
は
、
長
崎
唐
通
事
の
中
國
語
學
習
の
順
序
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

唐
通
事
は
最
初
發
♫
を
學
ぶ
爲
に
『
三
字
經
』『
大
學
』『
論
語
』『
孟
子
』『
詩

經
』
等
を
唐
♫
で
讀
み
、
次
に
語
學
の
初
步

ち
恭
喜
、
多
謝
、
請
坐
な
ど

の
短
き
二
字
を
習
ひ
、
好
得
緊
、
不
曉
得
、
吃

去（
１
）な
ど
の
三
字
話
を

ん

じ
て
更
に
四
字
以
上
の
長
短
話
を
學
ぶ
、
そ
の
敎
科
書
が
『
譯
詞
長
短
話
』

五
册
で
あ
る
、そ
れ
か
ら
『
譯
家
必
備
』
四
册
『
養
兒
子
』
一
册
『
三
折
肱
』

一
册
『
醫
家

要
』
一
册
『
二
才
子
』
二
册
『
瓊
浦
佳
話
』
四
册
な
ど
唐
通

事
編
輯
に
か
ヽ
る
寫
本
を
卒
業
す
る
と
此
に
唐
本
『
今
古
奇

』『
三
國
志
』

『
水
滸
傳
』『
西
廂
記
』
な
ど
を
師
に
就
き
て
學
び
進
ん
で
『
福
惠
全
書
』『
㊮

治
新
書
』『
紅
樓

』『
金
甁
梅
』
な
ど
を
自
習
し
難
解
の
處
を
師
に
質
す
と

い
ふ
の
が
普
通
の
順
序
で
あ
る
。�

（
上
揭
書
、
五
一
〜
五
二
頁
）

　
實
際
、
唐
通
事
の
子
弟
は
日
常
的
に
話
本
小
說
や
戲
曲
を
讀
ん
で
い
た
。
武

が
「
唐
通
事
編
輯
に
か
ヽ
る
寫
本
」
と
す
る

述
の
一
つ
、『
小

兒
』
に
、
私

塾
で
學
ぶ
通
事
家
の
子
弟
が
、『
西
廂
記
』
を
盜
み
讀
む
こ
と
を
批

す
る
一
節

が
見
え
る
。

我

下
樓
，
看
我
不
在
，
不
伹
是
不
肯
讀
，
就
是

起
了
書
本
，
把
書
本
做

箇
枕
頭
，
兩
脚
照
天
睡
倒
在
那
裡
，
及
至
聼
見
我
的
脚
步
响
，
連
忙
把
書
本

顚
々
倒
々
攤
開
來
，
假
活
兒
讀
。
還
㊒
大
漢
子
把
曲
本
西
廂
這
等
的
閑
書

在
身
邊
帶
過
來
。
放
在
側
邊
假
做
讀
書
，
低
低
兒
唱
曲
子
。
把
一
箇
學
堂
當

做
戲
臺
上
，
你
說
煞
野
不
煞
野
。

「
崎
陽
の
學
」
と

生
徂
徠

　
　―

言
語
理
解
の
方
法
を
巡
っ
て―

�

木
津
祐
子



「
崎
陽
の
學
」
と

生
徂
徠

一
三
七

三
度

廬
を
訪
ね
る
物
語
で
す
。
頭
上
に
烏
綸
巾
を
冠
り
、
手
に
白
羽
扇
を

持
つ
の
が
諸

孔
朙
で
、
扉
を
開
け
て
入
っ
て
き
た
の
が
劉
皇
叔
で
す
な
」。

　
そ
し
て
、
長
崎
唐
通
事
は
、
白
話
小
說
を
單
に
學
習
敎
材
と
し
て
受
容
す
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
自
ら
が
實
作
者
と
し
て
白
話
を

擬
再
生
す
る
當
事
者
で
も
あ

っ
た
。
現
存
す
る

述
に
は
、『
譯
家
必
備
』『
養
兒
子
』『
瓊
浦
佳
話
』『
唐
通
事

心
得
』『
長
短
拾
話
唐
話
』『
小

兒
』『
官
話
纂
』『
鬧
裡
鬧
』『
請
客
人
』『
長
短

話
』『
小
學
生（

２
）』
な
ど
數
多
い
。
以
下
、
唐
通
事
た
ち
の
、
學
習
と

擬
再
生
と

い
う
二
方
向
の
回
路
に
つ
い
て
、
檢
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

二
、
長
崎
通
事
撰
述
の
白
話

　
長
崎
唐
通
事
が
撰
述
し
た
白
話
文
の
中
で
、
內
容
的
に
一
貫
性
の
高
い
も
の
と

し
て
、
こ
こ
で
相

な
る
性
格
を
備
え
る
二
作
品
を
取
り
上
げ
た
い
。
一
つ
は

『
瓊
浦
佳
話
』、
も
う
一
つ
は
『
譯
家
必
備
』
で
あ
る
。

（
一
）
瓊
浦
佳
話

　『
瓊
浦
佳
話
』
は
、
長
崎
と
い
う
土
地
に
取
材
し
た
數
々
の
歷
史
逸
話
や
對
外

的
大
事
及
び
唐
通
事
の
日
常
を
、
話
本
小
說
の

法
、
つ
ま
り
「
定
場
詩
・
入

話
・
正
話
・

場
詩
」
と
い
う
組
み
立
て
や
、「
話
說
」「
閑
話
少
說
」「
且
聽
下

文
分
解
」
な
ど
の
決
ま
り
文
句
を
用
い
て
敍
述
し
た
も
の
で
あ
る（

３
）。
文
の
精
度
は

現
存
す
る
中
で
最
も
高
く
、
寫
本
の
數
も
多
い（

４
）。
尙
、
本
論
文
引
用
の
表
記
は
全

て

字
體
に
改
め
、

線
等
の
記
號
も
全
て
引
用
者
に
よ
る
。

說
來
說
去
，
做
乙
箇

事
不
是
容
易
，
做
通
事
最
艱
難
。
…
…
通
事
的

分

非
同
小
可
，關
頭
甚
大
。
爲
何
呢
。
看
官
㊒
所
不
知
，等
我
慢
慢
分
說
。（
卷
一
）

　
私
が
下
に

り
て
、
い
な
く
な
る
と
見
る
や
、
本
を
讀
も
う
と
し
な
い
ば

か
り
か
、
本
を
閉
じ
て
そ
の
本
を
枕
に
し
、
兩
足
を
天
井
に
向
け
て
ね
こ
ろ

が
る
。
私
の
足
♫
を
聞
き
つ
け
る
と
、
大
急
ぎ
で
本
を
上
下
さ
か
さ
ま
に
廣

げ
て
讀
む
振
り
を
す
る
。
さ
ら
に
、
い
い
男
の
子
が

居
『
西
廂
記
』
な
ど

の
ど
う
で
も
よ
い
本
を
こ
っ
そ
り
持
ち
込
ん
で
、

ら
に
置
き
讀
書
し
て
い

る
振
り
を
し
な
が
ら
、
ひ
そ
ひ
そ
と
曲
を
歌
う
。
學
校
を

居
小
屋
に
す
る

と
は
、
粗
野
か
粗
野
で
な
い
か
、
考
え
て
み
な
さ
い
。

　
ま
た
、
同
じ
く
唐
通
事
編
輯
の
『
譯
家
必
備
』「
王
衟
禮
」
に
は
、
當
時
九
⺼

七
日
と
九
日
に
行
わ
れ
て
い
た
「
長
崎
く
ん
ち
」
で
、『
西
漢
演
義
』「
漢
高
祖

碭
山
斬
蛇
」
故
事
や
、『
三
國
演
義
』「
劉
玄
德
三
顧

廬
」
故
事
が
演
じ
ら
れ
る

の
を
唐
人
が
身
を
乘
り
出
し
て
見
物
す
る

子
を
次
の
よ
う
に

く
。

方
纔
三
四
條
街
的
戲
也
過
了
，
第
五
街
的
是
倣
唐
山
的
戲
。
唐
人
看
見
這
箇

戲
喜

不
過
，
各
各
伸
出
頭
來
看
，
說
；
「
好
阿
好
阿
。」「
老
爹
這
箇
戲
文

扮
什
麼
故
事
呢
。」「
那
箇
就
是
漢
高
祖

碭
山
斬
蛇
的
故
事
。」「
是
了
，
是

了
，
不
差
。」「
這
一
條
街
是
什
麼
故
典
。」「
這
箇
是
三
國
志
裡
頭
的
劉
玄
德

三
顧

廬
的
故
事
。
那
箇
頭
上
戴
烏
綸
巾
，
手
裡
拿
白
羽
扇
的
就
是
諸

孔

朙
。
那
進
門
來
的
是
劉
皇
叔
。」

　
三
四
條
街
の

居
が
終
わ
る
と
、
第
五
街
の
が
中
國
に
な
ぞ
ら
え
た
出
し

物
だ
。
唐
人
た
ち
は
そ
の

居
を
見
て
た
い
そ
う
お
も
し
ろ
が
り
、
お
の
お

の
身
を
乘
り
出
し
て
見
物
し
、「
い
い
ぞ
い
い
ぞ
」
と
は
や
し
立
て
る
。「
通

事
ど
の
、
こ
の
演
目
は
何
の
物
語
で
す
か
？
」「
あ
れ
は
漢
の
高
祖
が

碭

山
で
蛇
退
治
を
し
た
物
語
で
す
。」「
た
し
か
に
、
た
し
か
に
。
違
い
な
い
」

「
こ
の
街
の
出
し
物
は
何
の
話
で
す
か
？
」「
こ
れ
は
三
國
志
の
劉
備
玄
德
が



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
三
八

に
言
及
し
な
が
ら
も
、
同
皇
子
が
雍
正
帝

位
（
一
七
二
三
）
と
同
時
に
北
京
に

召
喚
さ
れ
た
こ
と
に
は
觸
れ
ず
、「
那
皇
子
到
如
今
還
紮
住
人
馬
，
在
陝
西
地
方

看
守
」
と
の
み
記
す
こ
と
や
、
享
保
元
年
〜
三
年
（
一
七
一
六
〜
一
八
）
に
集
中
し

た
山
口
縣
長
門
へ
の
不
法
唐
船
來
着
事
案
に
言
及
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
七
一

八
年
頃
か
ら
一
七
二
三
年
頃
ま
で
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る（

５
）。

（
二
）『
譯
家
必
備
』

　
一
方
の
『
譯
家
必
備
』
四
册（

６
）は
、
通
事
の

務
に
應
じ
て
「
初
進
舘
」「
唐
船

進
港
」「
本
船
起
貨
」
な
ど
の
標
題
を
立
て
、
そ
の
標
題
の
元
に
通
事
と
唐
商
、

或
い
は
同
僚
通
事
と
の
會
話
を
記
錄
す
る
。
冐
頭
の
「
初
進
舘
」
か
ら
形
式
確
認

の
た
め
、
一

を
拔
粹
す
る
。「
屬
鼠
…
…
、
屬
豬
」
が
實
際
の
對
話
の
記
錄
で

は
な
く
、
不
特
定
の
學
習
者
を
想
定
し
た
選
擇
文
形
式
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
、

第
三
者
の
語
り
は
含
ま
ず
に

範
對
話
を
登
場
人
物
に
振
り
分
け
る
形
式
で
あ
る

こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

…
…
施
禮
過
了
，
方
纔
値
日
老
爹
，
對
唐
人
們
說
衟
；
「
這
位
是
林
老
爹
的

阿
郞
，
此
番
新
補
了
學
通
事
，
今
日
頭
一
回
進
來
，
見
見
眾
位
。」
那
時
唐

人
一
齊
來
作
揖
，
說
衟
；
「
原
來
林
老
爹
的
令
公
子
，
恭
喜
恭
喜
。
貴
庚
多

少
？
」「
不
敢
、
屬
鼠
、
屬
牛
、
屬
虎
、
屬
兔
、
屬
龍
、
屬
蛇
、
屬
馬
、
屬
羊
、

屬
猴
、屬
雞
、屬
狗
、屬
豬
、今
年
交
十
七
歲
。」「
尊
姓
呢
？
」「
賤
姓
林
。」「
臺

號
呢
？
「
賤
號
某
」「
尊
翁
好
麼
？
」「
托
福
托
福
。」「
令
尊
今
日
爲
什
麼
不

進
來
？
」「
今
日
家
父
本

帶
小
弟
進
舘
，
因
爲
早
閒
王
府
裡
㊒
字
兒
叫
、

諒
必
此

還
在
王
府
裡
辦
什
麼
公
事
。」

…
…
挨
拶
が
終
わ
る
と
、
當
番
通
事
が
唐
人
に
言
う
。「
こ
ち
ら
は
林
通
事

の
ご
子
息
、
こ
の
度
新
た
に
稽
古
通
事
に
任
用
さ
れ
、
今
日
初
め
て
唐
人
屋

　
あ
れ
こ
れ
話
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
何
か
仕
事
を
す
る
の
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
中
で
、
通
事
は
と
り
わ
け
難
し
い
。
…
通
事
の

分
は
竝
大
抵

の
こ
と
で
は
な
く
、
責
任
重
大
で
す
。
ど
う
し
て
か
。

衆
の
皆
さ
ん
は
ご

存
じ
な
い
所
、
私
が
ゆ
る
り
と
お
聞
か
せ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

雖
然
如
此
，
朙
々
把4

你
吃
虧
，
也
不
忍
坐
視
。
我
們
便

大
膽
，
再
求
一
番
。

是
加
得
幾
分
是
你
大
家
的
造
化
了
，

一
求
不
出
，
那
時
大
家
冷
了
念
頭

罷
。
我
們
也
無
法
佈
擺
。
說
罷
，
出
館
回
家
。
只
因
這
一
去
，
不
知
加
幾
分
。

要
知
端
的
，
且
聽
下
回
分
解
。（
卷
四
卷
末
）

　
そ
う
は
い
っ
て
も
、
み
す
み
す
皆
さ
ん
に
損
を
さ
せ
る
の
も
、
忍
び
な
い

こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
腹
を
く
く
っ
て
、
も
う
一
度
要
求
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
も
し
も
幾
ら
か
取
り
分
を
增
や
せ
る
な
ら
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
幸
運
な

こ
と
、

一
要
求
通
り
に
な
ら
な
く
て
も
、
ど
う
か
冷
靜
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
私
た
ち
も
ど
う
し
よ
う
も
無
い
の
で
す
か
ら
。
言
い
終
わ
る
と
唐
人

屋
旉
を
出
て
家
に
歸
り
ま
す
。
さ
て
こ
の
一
度
の
運
び
で
幾
ら
の
加
算
が
あ

り
ま
す
こ
と
や
ら
。
顚
末
が
知
り
た
け
れ
ば
、
ま
ず
は
次
回
の
語
り
を
お
聞

き
あ
れ
。

　「
看
官
㊒
所
不
知
，
等
我
慢
慢
分
說
」
や
「
要
知
端
的
，
且
聽
下
回
分
解
」
な

ど
話
本
小
說
の
常
套
句
を
用
い
な
が
ら
も
、
中
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
通
事
の

掌
で
あ
り
（
卷
一
）、
通
事
が
來
泊
唐
商
の
取
り
分
を
增
や
し
て
や
ろ
う
と
腐

心
す
る

（
卷
四
）
が
記
さ
れ
る
。
し
か
も
、
卷
四
に
は
、「
把
」
を
使
役
動
詞

に
用
い
る
「
把
你
吃
虧
」
と
い
う
、
唐
通
事
㊮
料
に
特

的
な
句
法
も
見
え
て
い

る
。

　
こ
の
書
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
、
康
煕
帝
第
十
四
皇
子
胤
禵
（
允
禵
）
に
よ

る
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
ツ
ェ
ワ
ン
・
ア
ラ
ブ
タ
ン
制
壓
（
康
煕
五
十
六
年
、
一
七
一
七
）



「
崎
陽
の
學
」
と

生
徂
徠

一
三
九

的
遺
產
，
放
債
盤
利
，
好
便
是
好
。
只
是
人
生
一
世
，
艸
生
一
春
，
再
把
家

私
豪
富
起
來
，
重
振
門
風
，
弄
出
石
崇
一
般
的
名
聲
來
，
叫
天
下
的
人
欣

一
番
，
豈
不
是
揚
祖
顯
宗
的
了
。」
…
…
。
那
時
節
還
㊒
一
箇
人
，
聽
了
這

些
說
話
便
拍
手
打
掌
說
衟
；
「
奇
哉
、
奇
哉
。」
連
叫
幾
聲
。
四
箇
人
不
解

其
故
，
解
說
不
出
，
忙
問
衟
；
「
你
何
出
此
言
？
」
那
箇
人
答
衟
；
「
昨
夜

我
見
一
箇

，
…
…
」

　
あ
る
日
、
五
人
が
碁
に
興
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
中
の
一
人
が
、「
我
々
は

ご
先
祖

の
遺
產
を
賴
っ
て
高
利
貸
し
、
良
い

ら
し
は
良
い

ら
し
。
し

か
し
人
生
は
一
度
き
り
、
さ
ら
に
家
財
を
富
ま
せ
、
家
門
を
起
こ
し
、
石
崇

の
よ
う
な
名
聲
を
立
て
、
世
の
中
の
人
に
羨

さ
れ
れ
ば
、
ご
先
祖

を
顯

す
る
こ
と
に
な
ろ
う
も
の
を
」
と
申
し
ま
す
。
…
…
そ
の
時
、
も
う
一
人

が
こ
の
話
を
聞
い
て
手
を
叩
き
、「
あ
な
不
思
議
、
あ
な
不
思
議
」
と
連
呼

し
ま
す
。
四
人
は
理
由
が
わ
か
ら
ず
、

て
て
尋
ね
ま
す
、「
お
歬
さ
ん
は

何
で
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
だ
い
？
」
そ
の
人
が
答
え
て
申
し
ま
す
に
、「
昨

夜
私
が
見
た

に
…
…
」。

　
登
場
人
物
の
臺
詞
が
導
入
さ
れ
る
歬
に
は
、「
聽
了
這
些
說
話
便
拍
手
打
掌
說

衟
」
や
、「
四
箇
人
不
解
其
故
，
解
說
不
出
，
忙
問
衟
」
な
ど
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
講
釋
師
の
一
人
語
り
が
繰
り
出
す
臺
詞
に
、
外
側
か
ら
脚
色
を
加
え
る
工
夫

も
顯

に
見
ら
れ
る
。
對
話
が
自
立
し
て
應
酬
さ
れ
て
い
た
『
譯
家
必
備
』
と
比

べ
る
と
、
こ
ち
ら
の
會
話
は
地
の
文
に
埋
め
込
ま
れ
、
物
語
の
外
側
に
い
る
第
三

者
の
一
人
語
り
の
形
態
を
し
っ
か
り
と
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　『
瓊
浦
佳
話
』
を
話
本
小
說
の

擬
再
生
版
の
典
型
と
考
え
る
と
、
類
似
の

述
に
は
、『
鬧
裡
鬧
』『
養
兒
子
』
な
ど
が
舉
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
共
に
、
撰

者
の
「
一
人
語
り
」
の
體
裁
を
取
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特

が
あ
る
。『
唐
通
事
心

旉
に
參
っ
て
各
位
に
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
」
と
。
そ
の
時
唐
人
た
ち
は
一
齊

に
挨
拶
を
し
て
言
う
。「
お
や
、
林
通
事
の
ご
子
息
で
す
か
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
幾
つ
で
す
か
？
」「
恐
れ
入
り
ま
す
。
鼠
年
…
…
で
、
今

年
十
七
歲
に
な
り
ま
す
」「
御
姓
は
何
と
？
」「
林
で
ご
ざ
い
ま
す
」「
尊
號

は
？
」「
某
々
で
ご
ざ
い
ま
す
」「
お
父
上
は
お
元
氣
で
す
か
？
」「
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
」「
お
父
上
は
今
日
は
ど
う
し
て
お
い
で
に
な
ら
な
い
の
で

す
か
？
」「
本
來
父
も
私
を
つ
れ
て
參
上
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、
朝
に

王
府
よ
り
呼
び
出
し
の
通
知
が
參
り
ま
し
た
。
こ
の
時

は
王
府
で
公
務
を

し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
」
…
。

　
冐
頭
に
場
面
設
定
に
相
當
す
る
「
ト
書
き
」
が
插
入
さ
れ
る
が
、
第
一

に
引

用
の
「
王
衟
禮
」
と
も
ど
も
、
本
文
は
す
べ
て
對
話
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
點
で
、

ま
た
そ
れ
が
テ
ー
マ
每
に
シ
ー
ン
を
分
か
ち
、
所
々
に
公
式
文
書
の
文
案
例
を
伴

う
點
で
、
長
崎
唐
通
事
の

述
の
中
で
は

色
の
體
例
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、

琉
球
や
朝
鮮
な
ど
、
他
の
通
事
編
纂
の
官
話
敎
材
で
は
、
こ
の
對
話
型
テ
キ
ス
ト

が
壓
倒
的
に
主
流
で
あ
る
か
ら
だ（

７
）。

　
さ
て
、（
一
）
は
講
談
師
の
如
き
語
り
手
の
一
人
語
り
、（
二
）
は
場
面
ご
と
の

具
體
的
な
會
話
を
想
定
し
た
對
話
用
例
集
、
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
、（
一
）

は
話
本
小
說
、（
二
）
は
登
場
人
物
に
臺
詞
を
振
り
分
け
る
戲
曲
的
テ
キ
ス
ト
と

な
る
。
歬
揭
（
一
）
で
は
、
語
り
の
外
枠

分
を
取
り
上
げ
た
が
、
さ
ら
に
登
場

人
物
同
士
の
會
話
が
見
ら
れ
る

分
を
見
て
み
よ
う
。
引
用
は
、
卷
一
の
、

文

七
年
（
一
六
六
七
）
に

發
さ
れ
た
、
長
崎
在
住
の
筑
歬
商
人
伊

小
左
衞
門
に

よ
る
、
朝
鮮
へ
の
武
器
密
輸
事
件
を
記
し
た

分
で
あ
る
。

㊒
一
日
，
五
箇
人

棋

得
高
興
，
其
中
一
箇
人
說
衟
；
「
我
等
靠
着
祖
上



日
本
中
國
學
會
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六
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八
集

一
四
〇

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
歷
史
を
記
す
に
し
て
も
、
基
本
は
す
べ
て
長
崎
在
住

者
の
視
線
か
ら
の
敍
述
で
あ
り
、
通
事
家
に
生
を
受
け
た
者
が
敎
訓
を
汲
む
べ
き

成
敗
で
あ
る
。『
譯
家
必
備
』
の
よ
う
に
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
性
格
を
帶
び
る

も
の
で
は
敎
訓
臭
は
や
や
低
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
、
言
語
習
得
を
手
段
と
し
て

處
世
を
學
ぼ
う
と
す
る
態
度
は
搖
る
が
な
い
。

　『
瓊
浦
佳
話
』
が
話
本
小
說
を
モ
デ
ル
と
し
た
の
は
朙
白
で
あ
る
が
、『
譯
家

必
備
』
が
傳
奇
や
戲
曲
を

倣
し
た
と
は
、
現
時
點
で
は
斷
定
で
き
な
い
。
た

だ
、
先
に
舉
げ
た
『
小

兒
』
や
『
譯
家
必
備
』「
王
衟
禮
」
に
見
る
通
り
、
通

事
が
中
國
の
傳
奇
や
戲
曲
に
親
し
ん
で
い
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
實

用
の
便
を
考
え
る
と
、
雨
森

洲
『
橘
窓

話
』（
天
朙
六
年
、
一
七
八
六
）
上
卷

で
、「
我
東
人
欲
學
唐
話
，
除
小
說
無
下
手
處
。
然
小
說
還
是
筆
頭
話
，
不
如
傳

奇
直
截
平
話
。
只
恨
淫
言
褻
語
，
不
可
把
玩
，

且
不
免

隔
一
重
靴
。
總
不
如

親
近
唐
人
，
耳
提
面
命
之
爲
切
矣
」（
第
二
十
二

裏
）
と
、「
小
說
は
文

語
な

の
だ
か
ら
、
そ
れ
な
ら
ま
だ
傳
奇
が
直
截
的
な
口
語
で
書
か
れ
て
い
る
方
が
手
本

と
し
て
は
優
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
時
代
の
唐
通
事
が
、
傳
奇

や
戲
曲
を
、
娛
樂
で
は
な
く
語
學
の
敎
本
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も

不
思
議
で
は
無
い
。
問
題
は
、
雨
森

洲
も
言
う
通
り
、「
淫
言
褻
語
」
や
「
隔

靴
」
の
文
面
に
實
踐
に
使
え
る
用
例
が
ど
の
程
度
あ
る
か
、
で
あ
る
。
戲
曲
か
ら

對
話
型
の
形
式
の
み
を
借
り
て
、
中
身
を
實
用
の
文
例
で
埋
め
た
と
考
え
る
な
ら

ば
、『
譯
家
必
備
』
が
唐
話
學
習
書
と
し
て
重
寶
さ
れ
た
こ
と
も
肯
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
學
習
對
象
と
し
て
の
白
話
小
說
か
ら
、
都
合
の
良
い
形
式
を
器

と
し
て

倣
し
、
そ
の
中
に
、
習
い
覺
え
た
通
俗
的
な
口
頭
言
語
を
用
い
、
身
近

な
體
驗
や
敎
訓
、
日
常
生
活
を
流
し
込
む
の
が
、
長
崎
唐
通
事
の

擬
再
生
の
現

場
で
あ
っ
た
。

得
』『
長
短
拾
話
唐
話
』
な
ど
も
、
話
本
小
說
の
枠
組
み
こ
そ
持
た
ぬ
ま
で
も
、

內
容
は
講
釋
師
の
「
一
人
語
り
」
に
準
ず
る
敍
事
の
文
で
あ
る
。
風
景

寫
に
意

を
盡
く
す
こ
と
も
な
く
、
心
理

寫
を

細
に

く
わ
け
で
も
な
い
。
唐
通
事
の

述
の
中
で
は
こ
の
形
式
が
主
流
で
、『
瓊
浦
佳
話
』
が
、
話
柄
に
よ
っ
て
登
場

人
物
の
心
理
や
風
物

寫
に
修
辭
を
凝
ら
す
こ
と
が
あ
る
の
は
寧
ろ
珍
し
い
。

　
一
方
の
『
譯
家
必
備
』
に
類
す
る
他
の
㊮
料
と
し
て
は
、『
官
話
纂
』『
請
客

人
』『
長
短
話
』
等
が
舉
げ
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
三
者
は
『
譯
家
必
備
』
が
通

事
の

務
內
容
、
唐
人
と
の
應
酬
が
相
當
さ
れ
る
場
面
每
に
、
內
容
に
特
化
し
た

緻
密
な
對
話
を
準
備
す
る
の
と
比
べ
る
と
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
面
も
限
定
的
で
、

零
細
な
㊮
料
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い（

８
）。

　
文
體
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、『
瓊
浦
佳
話
』
型
、『
譯
家
必
備
』
型
と
も
に
、

そ
の
器
の
中
に
盛
ら
れ
る
內
容
は
通
事
の
日
常
、
或
い
は
長
崎
と
い
う
土
地
に
ま

つ
わ
る
史
實
や
敎
訓
で
あ
る
。『
瓊
浦
佳
話
』
に
含
ま
れ
る
少
數
の
虛
構
性
を
帶

び
た
物
語
を
除
く
と
、
事
實
を
淡
々
と
述
べ
て
、
風
景
や
心
理
の
機

に
も
敢
え

て
修
辭
を
凝
ら
す
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
。
文
體
の
如
何
を
問
わ
ず
、
そ
れ
が
「
敍

事
」
の
文
學
で
あ
る
の
は
共
通
す
る
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
彼
ら
唐
通
事
が
文
人
で

は
な
い
と
い
う
こ
と（

９
）、
通
事
で
あ
り
か
つ
長
崎
奉
行
の
下
で
仕
え
る
地
役
人
と
い

う
官

を
よ
り
ど
こ
ろ
に
文
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
と
も
關
係
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
中
國
製
白
話
文
の
ス
タ
イ
ル
を
學
ぶ
の
は
、
通
事
の

務

を
高
い
レ
ベ
ル
で
遂
行
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
。
習
得
し
た
文
體
に
、
習
い
覺

え
た
「
唐
話
」
を
用
い
て
、
自
ら
の
體
驗
し
た
日
常
、
或
い
は
傳
聞
し
た
敎
訓
譚

を
流
し
込
む
。
そ
し
て
、
こ
の

擬
再
生
さ
れ
た
通
事
編
纂
の
「

擬
白
話
文
」

が
、
次
に
は
學
習
對
象
と
な
っ
て
學
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
長
崎
の
唐
通
事
は
、
題
材
を
こ
と
ご
と
く
身
近
に
取
材
す
る
。
長
崎
で
は
、
敎

訓
を
語
る
た
め
に
敍
事
が
存
在
し
た
。
敎
訓
を
帶
び
な
い
敍
事
は
あ
り
得
な
い
と



「
崎
陽
の
學
」
と

生
徂
徠

一
四
一

め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
中
國
の
俗
語
（
唐
話
）
を
敎
え
、
漢
文
を
讀
誦
す

る
時
に
は

♫
（
唐
♫
）
に
よ
り
、
飜
譯
す
る
時
に
は
日
本
語
の
俚
語
（
日

常
語
）
を
用
い
て
、
斷
じ
て
「
和
訓
迴
環
之
讀
」（
訓
讀
）
を
用
い
て
は
な
ら

な
い
。
最
初
は
短
い
語
、
二
字
三
字
か
ら
取
り
組
み
、
後
で
書
物
全
體
に
讀

み
進
む
。
崎
陽
之
學
が
身
に
つ
け
ば
、
よ
う
や
く
中

の
人
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
後
で
徐
々
に
經
史
子
集
四

の
書
を
讀
め
ば
、
勢
い
は
破
竹

の
如
く
、
こ
れ
が
最
上
の
方
法
で
あ
る
。

　「
最
初
は
短
い
語
、
二
字
三
字
か
ら
取
り
組
む
」
と
す
る

分
は
、
確
か
に
長

崎
唐
通
事
の
唐
話
學
習
の
階
梯
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
岡
島
冠
山
の

し
た
『
唐
話
纂
要
』
五
卷
（
享
保
元
年
序
、
一
七
一
六
）
の
卷
一
は
「
二
字
話
　
三

字
話
」
で
始
ま
る
し
、
第
一
節
に
引
用
し
た
武

長
平
「
鎭
西
の

那
語
學
硏

究
」
も
、「
…
次
ぎ
に
語
學
の
初
步

ち
恭
喜
、
多
謝
、
請
坐
な
ど
の
短
き
二
字

を
習
ひ
、
好
得
緊
、
不
曉
得
、
吃

去
な
ど
の
三
字
話
を

ん
じ
て
さ
ら
に
四
字

以
上
の
長
短
話
を
學
ぶ
」
と
記
し
て
い
た
。

　

生
徂
徠
と
「
唐
話
」
つ
ま
り
「
崎
陽
之
學
」
の
關
係
を
指

す
る
際
、
多
く

の
場
合
は
、
こ
の
「
迴
還
顚
倒
」
か
ら
「
從
頭
直
下
」
へ
の
意

改
革
と
、
當
時

の
中
國
語
♫
（
唐
♫
）
に
よ
る
讀
誦
を
提
唱
し
た
こ
と
を
舉
げ
、
そ
こ
に
到
る
契

機
の
一
つ
に
「
崎
陽
之
學
」
を
捉
え
る
。
し
か
し
、

生
徂
徠
ほ
ど
の
人
物
が
、

幼
少
朞
な
ら
ま
だ
し
も
、「
唐
話
」
と

し
て
始
め
て
中
國
語
と
日
本
語
と
の
語

順
の
違
い
に
氣
づ
く
と
は
思
え
な
い
し
、
單
に
「
迴
還
顚
倒
」
す
る
と
い
う
理
由

に
の
み
依
據
し
て
訓
讀
を
否
定
す
る
と
も
思
え
な
い
。『
譯
文
筌

』
は
、
徂
徠

が
二
十
五
、
六
歲
の
時
に
、
江
戶
增
上
寺
近
く
の
塾
で
學
生
に
講
じ
た
內
容
を
、

正
德
四
、
五
年
（
一
七
一
四
、
一
五
）
に
『
譯
筌
初
編
』
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
、

「
題
言
十
則
」
は
そ
の
出
版
に
備
え
、
寶
永
八
年
（
正
德
元
年
、
一
七
一
一
）
ま
で

三
、

生
徂
徠
の

言
語
理
解

　
長
崎
唐
通
事
の
唐
話
學
を
、
江
戶
で
は

生
徂
徠
が
「
崎
陽
之
學
」
と
呼
ん
で
、

日
本
で
長
い
傳
統
を
も
つ
「
訓
讀
」
を
相
對
化
す
る
文
脉
に
用
い
た
こ
と
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
中
國
古
典
讀
書
法
の
中
心
で
あ
り
骨
格
と
な
っ
て
い

た
「
訓
讀
」
を
、

生
徂
徠
は
、
自
分
の
血
肉
か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
提
唱
し
た
。

そ
こ
に
到
る
導
火
線
に
火
を
付
け
た
と
さ
れ
る
の
が
、
長
崎
の
唐
話
學
、
つ
ま
り

「
崎
陽
之
學
」
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
徂
徠
が
「
崎
陽
之
學
」
を
通
し
て
實
踐
し
た
中
國
原
典
の
讀
解
を
、

言
語
習
得
と
い
う
側
面
か
ら
光
を
當
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
時
代
性
を
㊒
し

て
い
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
徂
徠
は
、
和
訓
を
嚴
し
く
批

し
、「
迴
還
顚
倒
」
の
訓
讀
を
否
定
す
る
に
當

た
っ
て
、
次
の

に
主
張
し
た
。
中
國
古
典
文
に
は
そ
れ
獨
自
の
リ
ズ
ム
と
♫
聲

が
あ
り
、
日
本
人
が
作
る
漢
文
は
和
訓
に
よ
る
似
非
漢
文
だ
、
そ
う
な
る
の
は
、

眞
に
中
國
古
典
を
理
解
し
て
い
な
い
結
果
で
あ
る
、
寧
ろ
和
訓
に
よ
る
讀
書
は
、

原
文
本
來
の
意
義
か
ら
か
け
離
れ
た
誤
解
を
す
ら
導
く
の
だ
か
ら
、
中
國
古
典
の

正
し
い
理
解
の
爲
に
は
和
訓
を
捨
て
、
唐
♫
を
用
い
て
讀
み
、
理
解
す
る
の
が
最

上
で
あ
る
、
と
。『
譯
文
筌

』「
題
言
」
第
五
則
を
以
下
に
引
い
て
み
よ
う
。

故
予
嘗
爲

生
定
學
問
之
法
，先
爲
”崎
陽
之
學
“。
敎
以
俗
語
，誦
以

♫
，

譯
以
此
方
俚
語
，
絕
不
作
和
訓
迴
環
之
讀
。
始
以
零
細
者
，
二
字
三
字
爲
句
，

後
使
讀
成
書
者
。
崎
陽
之
學
既
成
，
乃
始
得
爲
中

人
。
而
後
稍
稍
讀
經
子

史
集
（
マ
マ
）
四

書
，
勢
如
破
竹
。
是
最
上
乘
也
。

　
故
に
初
學
の
爲
に
私
が
定
め
た
學
問
の
法
は
、
ま
ず
「
崎
陽
之
學
」
を
修



日
本
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國
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會
報
　
第
六
十
八
集

一
四
二

中

人
多
言
讀
書
讀
書
，
予
便
謂
讀
書
不
如
看
書
。
此
緣
中

此
方
語
♫
不

同
，
故
此
方
耳
口
二
者
皆
不
得
力
。
唯
一
雙
眼
，
合
三
千
世
界
人
，
總

㊒

殊
。
一
涉
讀
誦
，
便
㊒
和
訓
，
迴
還
顚
倒
，

或
從
頭
直
下
，
如
浮
屠
念
經
，

亦
非
此
方
生
來
語
♫
，
必
煩
思
惟
。（
第
六
則
）

　
中

の
人
は
よ
く
「
讀
書
讀
書
」
と
言
う
が
、
私
は
書
を
♫
讀
す
る
こ
と

は
書
を
看
る
こ
と
に
及
ば
な
い
と
思
う
。
中

と
こ
ち
ら
で
は
語
♫
が

な

る
た
め
、
こ
ち
ら
の
耳
も
口
も
共
に
役
に
立
た
な
い
か
ら
だ
。
た
だ
雙
眼
の

み
は
、
全
世
界
の
人
閒
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
讀
誦
す
る
と
和
訓

が
生
じ
、
迴
還
顚
倒
し
、
假
に
頭
か
ら
ま
っ
す
ぐ
念
じ
て
も
、
僧
が
お
經
を

念
ず
る
如
く
、
や
は
り
こ
ち
ら
の
生
來
の
語
♫
と
は
違
う
の
で
、
必
ず
思
索

が
煩
わ
さ
れ
る
。

　
徂
徠
が
こ
こ
で
、「
中

」
と
「
此
方
」
で
語
♫
同
じ
か
ら
ず
と
い
う
の
は
、

そ
の
直
後
に
「
和
訓
，
迴
還
顚
倒
」
と
述
べ
る
通
り
、
訓
讀
に
よ
る
讀
誦
、
つ
ま

り
♫
讀
の
こ
と
を
い
う
。「
看
書
」
は
文
字
通
り
眼
で
書
物
を
讀
む
こ
と
で
あ
る

か
ら
、「
讀
書
は
看
書
に
如
か
ず
」
と
は
、
♫
讀
よ
り
も
默
讀
を
推
奬
す
る
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
田
尻
祐
一
郞
「

生
徂
徠
の
「
訓
讀
否
定
論
」」（『
訓
讀
か
ら
見

な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
所

。
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
四
）
が
「
看
書
」
を
解
說
し

て
、「「
崎
陽
之
學
」
か
ら
階
梯
を
積
ん
で
力
を
身
に
付
け
た
者
が
、
﨤
り
點
に
從

っ
て
讀
む
の
で
は
な
く
、
目
で
も
っ
て
上
か
ら
ず
っ
と
默
讀
」
し
、「「
心
目
」
で

も
っ
て
文

の
「
氣
象
」
を
得
る
」
こ
と
、
と
述
べ
る
通
り
で
あ
る
（
二
四
二
頁
）。

假
に
訓
讀
に
因
ら
ず
、
唐
♫
を
用
い
て
「
從
頭
直
下
」
し
た
と
し
て
も
、
此
の
方

の
人
閒
に
と
っ
て
は
陀
羅
尼
を
念
ず
る
よ
う
な
も
の
で
、
耳
と
口
が
理
解
に
全
く

役
立
っ
て
く
れ
な
い
、
そ
れ
な
ら
ば
「
三
千
世
界
」
共
通
に
同
じ
力
を
發
揮
す
る

に
執
筆
さ
れ
た
序
文
で
あ
る）

（（
（

。『
譯
文
筌

』
の
本
文
を
見
て
み
る
と
、
卷
頭

の
「
閑
」
字
の
譯
を
解
說
し
て
、「
ひ
ま
」
と
譯
す
る
際
、
和
語
の
「
ひ
ま
」

に
は
「
閑
」
字
と

な
る
用
法
が
あ
る
と
論
じ
、「
女
房
ノ
夫
ニ
ヒ
マ
ヲ
ト
ル

ハ
求
レ
去
、
求
二
離
一
、
俗
語
ニ
ハ
求ギ
ウ
ヒ
ウ休
ト
イ
フ
、
ヒ
マ
ヲ
ヤ
ル
ハ
休ヒ
ウ
リ
ャ
ウ
タ
ア

了
他
、

把ハ
ア
タ
ア
ヒ
ウ

他
休
ナ
リ
」
な
ど
、
文
言
と
白
話
（
俗
語
）
雙
方
か
ら
說
朙
を
加
え
、
文
言
の

「
求
去
、
求
離

」
に
は
訓
點
を
、
俗
語
に
は
唐
♫
讀
み
を
ル
ビ
で
付
す
。
二
十

五
、
六
歲
の
口
述
時
に
、
徂
徠
が
既
に
唐
♫
に

し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る

が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
中
國
語
俗
語
を
示
す
標

と
し
て
の
使
用
に
過
ぎ
な
い
。

　
で
は
、
徂
徠
に
と
っ
て
訓
讀
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
。「
崎

陽
之
學
」
を
通
し
て
、
徂
徠
が
最
終
的
に
實
踐
し
よ
う
と
し
た
原
典
理
解
の
方
法

と
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
）「
默
讀
」
の
主
張

　
徂
徠
は
♫
讀
よ
り
も
默
讀
を
優
位
に
置
い
て
い
た
。「
題
言
」
第
二
則
で
も

「
古
人
曰
、
讀
書
千
遍
，
其
義
自
見
。
予
幼
時
切
怪
，
古
人
方
其
義
未
見
時
，
如

何
能
讀
。
殊
不
知
，
中

讀
書
從
頭
直
下
，
一
如
此
方
人
念
佛
經
陀
羅
尼
。（
古

人
曰
く
、
讀
書
千
遍
、
其
の
義
自
ら
見
ゆ
と
。
予
幼
き
時
切
に
怪
し
む
、
古
人
は
其
の
義

未
だ
見
え
ざ
る
時
に
方
り
て
、
如
何
で
か
能
く
讀
む
と
。
殊
に
知
ら
ず
、
中

の
讀
書
の

頭
よ
り
直
下
し
て
、
一
に
此
方
の
人
の
佛
經
陀
羅
尼
を
念
ず
る
が
如
き
を
）」
と
言
う
よ

う
に
、
徂
徠
が
問
題
と
す
る
「
讀
書
」
は
、
聲
を
出
し
て
讀
み
上
げ
る
讀
誦
の
こ

と
で
あ
る
。
中

の
讀
書
は
「
從
頭
直
下
」、
此
の
方
の
讀
書
は
「
迴
還
顚
倒
」

と
、
相

な
り
は
す
る
も
の
の
♫
讀
し
て
耳
と
口
か
ら
理
解
す
る
と
い
う
點
で
は

同
じ
で
あ
る
。
徂
徠
の
訓
讀
批

は
、
單
な
る
「
迴
還
顚
倒
」
で
は
な
く
、
そ
れ

を
用
い
て
讀
誦
す
る
こ
と
の
否
定
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
㊟
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
下
の
引
用
を
見
て
み
よ
う
。『
譯
文
筌

』「
題
言
」
第
六
則
で
あ
る
。



「
崎
陽
の
學
」
と

生
徂
徠

一
四
三

一
體
化
す
べ
き
對
象
と
す
る
か
を
徂
徠
は
重
視
し
た
。

　

生
徂
徠
の
學
問
を
論
じ
た

述
と
し
て
、
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
は
、

や
は
り
吉
川
幸
次
郞
「
徂
徠
學
案
」（『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
七

三
）
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
議
論
を
た
ど
り
な
が
ら
、
徂
徠
が
「
唐
話
」
と

「
唐
♫
」
そ
し
て
、
學
問
法
と
し
て
の
「
古
文
辭
の
學
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
た
の
か
、
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　
中
國
古
典
の
正
し
い
理
解
の
方
法
を
探
し
求
め
て
い
た
徂
徠
は
、
李
攀
龍
、
王

世
貞
の
提
唱
し
た
「
古
文
辭
」
說
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
朙
代
の
「
古
文
辭
」

は
も
と
よ
り
文
學
論
と
し
て
の
流
派
で
あ
り
、
徂
徠
自
身
も
文

表
現
の
理
想
と

し
て
そ
れ
を
學
ん
だ
の
だ
が
、
さ
ら
に
そ
れ
を
獨
自
の
儒
學
說
と
し
て
、
改
め
て

「
古
文
辭
の
學
」
を
高
く
提
唱
す
る
に
到
る
。
そ
の
發
展
の
肝
要
な

分
は
、「
古

言
」
と
一
體
化
す
る
手
段
と
し
て
「
古
文
辭
」
を
捉
え
直
す
こ
と
で
あ
り
、
目
的

は
無
論
、「
六
經
」
つ
ま
り
「
先
王
の
衟
」
を

得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
徂
徠
は

そ
れ
を
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
原
典
讀
解
の
方
法
」
と
し
て
捉
え
た
の
で
あ
る
。
吉

川
の
こ
と
ば
を
借
り
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
そ
う
し
て
文
學
者
で
あ
る
李
王
二
氏
に
お
い
て
は
、
文
學
實
作
の
說
に
止

ま
っ
た
も
の
を
、
彼
は
そ
こ
か
ら
發
想
し
、
擴
大
し
て
、
そ
の
儒
學
說
と
し

た
。
標
準
的
事
實
と
密
着
す
る
「
六
經
」
の
言
語
と
自
己
を
合
致
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
六
經
」
は

得
さ
れ
、
す
な
わ
ち
ま
た
「
先
王
の
衟
」
は

得
さ
れ
る
と
す
る
の
は
、
李
王
の
文
學
說
を
、
儒
學
說
に
轉
用
し
た
の
で

あ
る
と
、
彼
み
ず
か
ら
い
う
。�

（
吉
川
幸
次
郞
「
徂
徠
學
案
」
六
三
七
頁）
（（
（

）

　　
吉
川
が
主
と
し
て
依
據
し
た
の
は
下
に
引
く
書

「
答
屈
景
山
書
」
で
あ
る
。

此
の
書

は
、
徂
徠
の
晚
年
六
十
一
歲
の
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
書
か

「
雙
眼
」
に
よ
っ
て
默
讀
す
る
方
が
ず
っ
と
良
い
。
徂
徠
が
訓
讀
を
、
口
で
讀
誦

し
て
耳
で
理
解
す
る
讀
書
法
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
は
朙
白
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
徂
徠
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
齋

希
史
『
漢
字
世
界
の
地
平
』（
新
潮
選

書
、
二
〇
一
四
）
が
す
で
に
、「
文
字
が
言
語
そ
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
♫
聲

化
せ
ず
と
も
、
文
字
か
ら
直

「
譯
」
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
眼
光

紙
背
に
徹
し
て
こ
そ
眞
正
の
譯
は
得
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
文
字
の
♫
聲
化
と
い
う

問
題
は
存
在
し
な
い
。
徂
徠
に
よ
る
訓
讀
否
定
の

心
は
、
實
に
こ
の
點
に
こ
そ

あ
る
」
と
指

す
る
（
一
〇
一
頁
）。
徂
徠
は
、
文
字
は

ち
言
語
で
あ
る
と
捉
え

た
（「

書
皆
文
字
、
文
字

中

語
言
」「
題
言
」
第
三
則
）。
そ
し
て
、
學
ぶ
者
が
そ

の
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
方
言
」（
現
地
語
）
を
用
い
て
「
讀
誦
」
す
る
段
階
で
、

學
ぶ
對
象
の
「
文
字
（
言
語
）」
と
學
ぶ
側
の
用
い
る
「
方
言
（
現
地
語
）」
の
差

が
露
呈
す
る
と
考
え
た
。
♫
讀
さ
れ
た
言
語
は
「
不
同
」
だ
が
、「
文
字
」
を

「
文
字
」
の
ま
ま
學
ぶ
の
な
ら
、
誰
が
學
ん
で
も
そ
れ
は
同
じ
一
つ
の
言
語
で
あ

り
、
一
體
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
言
語
の
♫
聲
に
ま
つ
わ
る
こ
の
よ
う
な

認

は
、
唐
話
を
學
習
し
、
唐
♫
を
用
い
て
原
典
を
♫
讀
す
る
行
爲
を
知
っ
た
か

ら
こ
そ

得
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。「
崎
陽
之
學
」
が
、
徂
徠
の
訓
讀

に
變
容
を
も
た
ら
し
た
そ
の
一
つ
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
單
に
唐
♫
を
活
用
し
て
の

♫
讀
で
は
な
く
、
默
讀
を
よ
り
㊒
效
と
し
、
耳
と
口
に
賴
る
訓
讀
を
無
用
の
も
の

と
し
た
、
そ
の
點
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）
古

辭
の
學

　
も
ち
ろ
ん
徂
徠
と
て
、
訓
讀
を
捨
て
、
默
讀
し
さ
え
す
れ
ば
原
典
の
理
解
が
飛

躍
的
に
進
む
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
を
讀
み
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
血
肉

と
す
る
か
に
つ
い
て
、
彼
は
嚴
し
く
目
標
を
規
定
し
て
い
た
。
そ
の
學
習
體
系
が

「
古
文
辭
の
學
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
「
文
字
＝
言
語
」
を
自
己
と
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一
四
四

に

擬
再
生
し
得
る
ま
で
に
到
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
「
古
文
辭
の
學
」
の
心
髓
で

あ
っ
た
。
學
ぶ
對
象
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
原
典
「
古
文
辭
」
で
あ
る
。

　
こ
の
徂
徠
の
言
を
旉
衍
し
て
、
吉
川
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

…
…
從
來
の
方
法
は
、
原
典
を
む
こ
う
に
置
い
て
讀
む
と
い
う
、
い
わ
ば
受

動
的
な
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、
能
動
的
な
方
法
と
し
て
、
李
王

の
な
し
た
ご
と
く
、み
ず
か
ら
の
體
驗
を
、原
典
の
言
語
で
書
く
。「
古
文
辭
」

で
書
く
。
つ
ま
り
原
典
の
「
古
文
辭
」
の
中
に
自
己
の
體
驗
を
充
塡
す
る
。

そ
う
し
て
こ
そ
原
典
の
「
古
文
辭
」
は
、
自
己
の
體
驗
と
同

に
、
自
己
身

邊
の
も
の
と
し
て
完
全
に
把
握
さ
れ
る
。
そ
う
考
え
た
彼
は
、
そ
れ
を
自
己

の
學
問
の
方
法
と
し
て
利
用
し
た
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
古

文
辭
の
學
」
で
あ
る
。�

（
吉
川
幸
次
郞
「
徂
徠
學
案
」、
六
七
〇
頁
）

　
徂
徠
は
、
古
文
辭
に
傾
倒
す
る
理
由
の
一
つ
に
、
そ
れ
が
「
敍
事
」
を
專
ら
に

す
る
こ
と
を
舉
げ
る
。
同
じ
「
答
屈
景
山
書
」
の
、「
ま
た
二
公
の
文
は
敍
事
を

中
心
に
す
る
。
そ
う
し
て
于
鱗
は
古
辭
（
の
文
體
）
を
援
用
し
て
今
事
を
朙
ら
か

に
す
る
の
だ
。
…
…
そ
も
そ
も
六
經
は
す
べ
て
「
事
」
で
あ
り
、
み
な
「
辭
」
で

あ
る
。
か
り
に
も
こ
の
「
辭
」
と
「
事
」
と
に
習
熟
す
れ
ば
、
古
と
今
と
を
共
に

自
ら
の
手
中
に

め
て
見
る
が
如
く
と
な
る）
（（
（

」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

絢
爛
た
る
修
辭
の
文
で
は
な
く
、
古
文
辭
の
敍
事
を
通
し
て
の
み
古
と
今
と
を

連
結
し
う
る
と
信
じ
る
の
で
あ
る
。「
原
典
の
古
文
辭
の
中
に
自
己
の
體
驗
を
充

塡
」
し
て
こ
そ
、「
原
典
は
自
己
身
邊
の
も
の
と
し
て
完
全
に
把
握
さ
れ
る
」
と

い
う
、
吉
川
の
言

は
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

　
上
引
の
『
譯
文
筌

』「
題
言
」
第
六
則
に
お
い
て
、
徂
徠
は
「
敎
以
俗
語
，

誦
以

♫
，
譯
以
此
方
俚
語
，
絕
不
作
和
訓
迴
環
之
讀
」
と
述
べ
て
、
唐
♫
と

れ
た
も
の
で
あ
る）

（（
（

。

…
…
古
書
之
辭
，
傳
㊟
不
能
解
者
，
二
公
發
諸
行
文
之
際
渙
如
也
。
不
復
須

訓
詁
。

古
文
辭
之
學
，
豈
徒
讀
已
邪
。
亦
必
求
出
諸
其
手
指
焉
。
能
出
諸

其
手
指
，
而
古
書

吾
之
口
自
出
焉
。
夫
然
後
，
直
與
古
人
相
揖
於
一
堂
上
，

不
用
紹
介
焉
。

…
…
古
書
の
辭
で
、
傳
㊟
に
よ
っ
て
解
朙
し
得
な
い
も
の
も
、
二
公
は
そ
れ

を
自
ら
の
行
文
の
中
に
見
事
に
朙
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
以
上
訓
詁
の
必
要
が

な
い
。
思
う
に
、「
古
文
辭
の
學
」
は
、
單
に
讀
む
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。

同
時
に
必
ず
そ
れ
を
己
の
手
指
か
ら
紡
ぎ
出
す
こ
と
を
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
を
己
の
手
指
か
ら
紡
ぎ
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
古
書
も
自
分
の

口
か
ら
出
た
も
の
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
後
は
、
古
人
と
直

同
じ
堂
上
に
挨
拶
を
し
、
仲
介
の
助
け
な
ど
不
要
と
な
る
の
だ
。

「
答
屈
景
山
書
」（『
徂
徠
集
』
卷
二
七
。『
學
則
』
附
錄
「
先
生
五
書
」）

　
讀
解
と
表
裏
一
體
の
も
の
と
し
て
、
自
ら
「
古
文
辭
」
で
書
く
こ
と
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
古
人
の
言

が
自
ら
の
口
か
ら
出
る
の
と
同
然
と
な
る
、
こ
う
徂
徠
が

述
べ
る
の
が
㊟
目
さ
れ
る
。
先
に
、
訓
讀
に
賴
っ
て
い
て
は
日
本
人
の
耳
も
口
も

何
の
役
に
も
立
た
な
い
の
だ
と
、
讀
誦
を
切
り
捨
て
た
徂
徠
で
あ
っ
た
が
、
口
の

働
き
を
等
閑
視
し
よ
う
と
し
た
譯
で
は
な
か
っ
た
。
い
や
、
言
語
に
お
い
て
耳
と

口
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
誰
よ
り
も
痛
感
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
自
ら
の
口
を

古
典
理
解
の
際
に
働
か
せ
る
こ
と
、
そ
の
希
求
を
捨
て
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
の
發

言
で
あ
ろ
う
。
古
人
と
と
も
に
一
堂
に
會
し
、
仲
介
の
手
閒
無
く
直

語
り
合
う

…
…
徂
徠
の
理
想
は
、
そ
こ
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
典
讀
解
の
法
と
し
て
の
「
古

文
辭
の
學
」
と
は
、
讀
む
こ
と
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
自
ら
の
手
で
自
在



「
崎
陽
の
學
」
と

生
徂
徠

一
四
五

で
あ
っ
て
全
く
別
物
で
あ
る
と
い
う
認

、
吉
川
の
言

を
借
り
る
な
ら
、
古
言

は
「
後
代
の
「
今
言
」
と
非
連
續）

（（
（

」
だ
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

　
晚
年
、
徂
徠
は
「
答
屈
景
山
書
」
に
お
い
て
、
古
今
の
言
の
相
違
を
指

し

て
、「
故
必
須
傳
㊟
以
通
之
，

之
假
倭
訓
以
讀

文
邪
，
尙
隔
一
層
髣
髴
已
矣

（
そ
の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
傳
㊟
を
使
っ
て
そ
の
本
文
に
通
じ
よ
う
と
す
る
と
、
和
訓
を

假
り
て
中

の
文
を
讀
む
の
と
同
じ
で
、
や
は
り
眞
の
理
解
か
ら
は
一
枚
壁
が
隔
た
る
こ

と
と
な
る
）」
と
い
う
。
宋
儒
の
傳
㊟
も
倭
訓
も
さ
ら
に
同
時
代
中
國
語
の
俗
語
も
、

す
べ
て
が
決
定
的
に
古
言
と
非
連
續
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
「
冗
而
俚
」
と
い

う
弊
害
を
㊒
す
る
か
ら
で
あ
る
。
倭
訓
も
宋
儒
の
傳
㊟
も
、
古
言
か
ら
乖
離
し
て

い
る
點
で
は
同
列
で
、
そ
れ
に
賴
っ
て
古
言
に
通
じ
よ
う
と
す
る
限
り
、
古
言
か

ら
は
ど
ん
ど
ん
遠
去
か
る
。

　
徂
徠
が
早
く
か
ら
、
古
今
の
語
の
違
い
を
こ
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
は
、『
譯

文
筌

』「
題
言
」
第
十
則
に
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

㊒
謂
古
今
自
別
，
何

强

擬
上
古
科
斗
時
語
。
此
大
不
知
衟
理
者
言
也
。

以

擬
爲
病
，
則
此
方
人
但
作
和
語
可
矣
。
何
更
學
中

文
爲
也
。
且
古

辭

而
文
，
今
文
冗
而
俚
。
雅
言
亦

而
文
，
俗
語
亦
冗
而
俚
。
中
國
語

而
文
，
此
方
語

冗
而
俚
。
故
以
此
方
之
人
求
諸
中
國
，
宜
其
喜
後
世
文

辭
也
。
以
其
所
近
求
其
所
喜
，
其
冗
者
益
冗
，
其
俚
者
益
俚
。

　
㊒
る
人
が
言
っ
た
、
古
と
今
と
は
自
ず
か
ら

な
る
の
だ
か
ら
、
ど
う
し

て
無
理
に
上
古
科
斗
の
時
代
の
言

を

擬
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
、
と
。

こ
れ
は
誠
に
衟
理
を
知
ら
な
い
人
閒
の
言
い
ぐ
さ
だ
。
も
し
も

擬
が
い
け

な
い
と
い
う
な
ら
、
此
の
方
の
人
閒
は
、
和
語
で
文

を
書
い
て
い
れ
ば
そ

れ
で
良
い
。
ど
う
し
て
中

の
文
を
學
ぶ
必
要
が
㊒
ろ
う
。
ま
た
、
古
辭
は

「

に
し
て
文
」、
今
文
は
「
冗
に
し
て
俚
」
で
あ
る
。
雅
言
も
ま
た
「

に

「
譯
」（
此
方
俚
語
に
よ
る
譯
）
に
よ
る
理
解
を
推
奬
し
た
が
、『
訓
譯
示

』
卷
二

で
、
徂
徠
は
そ
の
「
譯
」
の
具
體
例
を
例
示
す
る
。
例
え
ば
、『
大
學
』
の
「
古

之
所
以
大
學
敎
人
之
法
也
」
に
つ
い
て
、
通
常
の
「
訓
」
と
と
も
に
、「
古
の
大

學
で
以も

ち

い
所た

人
を
敎
う
る
の
法さ
ほ
う

也じ
ゃ

」
な
ど
三
種
類
の
「
譯
」
を
舉
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
「
譯
」
に

當
す
る
﨤
り
點
の
付
け
方
も
指
南
す
る
。
確
か
に
「
訓
讀
」
は

し
な
い
が
、
原
文
と
訓
點
は
廢
さ
な
い
。
復
元
の
錯
誤
例
が
そ
れ
に
續
き
、
誤

り
の
所
在
と
そ
れ
を
避
け
る
法
を
詳
述
す
る
こ
と
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
原
文

と
「
譯
」
に
、
對
應
す
る
訓
點
を
併
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
し
く
原
文
に
復
元

す
る
手
立
て
が
得
ら
れ
る
と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。『
訓
譯
示

』
に
記
さ
れ
る

誤
讀
へ
の
對
處
法
は
相
當
に
複
雜
な
法
則
で
、
必
ず
し
も
㊒
效
な
方
法
論
と
は
言

え
な
い
も
の
の
、
徂
徠
が
「
譯
」
の
場
に
お
い
て
も
、
一
方
向
の
讀
み
で
は
な
く
、

擬
再
生
を
正
確
に
行
っ
て
始
め
て
眞
の
理
解
に
到
る
と
い
う
信
念
を
㊒
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
三
）
今
言
・
倭
訓
・
俚
語
の
「
冗
長
」

　
宋
學
や
傳
㊟
に
よ
っ
て
六
經
を
讀
み
盡
く
し
た
果
て
に
徂
徠
が
「
古
文
辭
の

學
」
に
到
逹
し
た
の
は
、
本
人
が
記
す
よ
う
に
「
天
の

靈
」
に
他
な
る
ま
い）
（（
（

。

徂
徠
が
李
王
の
書
に
遭
遇
し
た
の
は
、
吉
川
「
徂
徠
學
案
」
に
よ
れ
ば
、
既
に
三

十
九
、
四
十
歲
に
な
る
頃
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
六
六
七
頁
）。
內
的
な
考
究
を
窮

め
た
上
で
の
必
然
的
な
邂
逅
で
あ
っ
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に

疑
い
は
な
い
も
の
の
、
そ
の
「
答
屈
景
山
書
」、
さ
ら
に
『
譯
文
筌

』「
題
言
」

の
以
下
の
よ
う
な
こ
と
ば
を
讀
む
と
、
徂
徠
の
思
想
に
「
古
文
辭
の
學
」
が
確
信

と
し
て
定
着
す
る
上
で
、
も
う
一
つ
別
の
契
機
が
㊒
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
古
言
に
對
し
た
な
ら
ば
、
中
國
の
宋
文
以

の
今
言
も
、
同
時
代
中
國
語

の
俚
語
（
白
話
）
も
、
さ
ら
に
日
本
の
倭
言
（
訓
讀
）
も
、
す
べ
て
冗
長
な
言
語
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徂
徠
の
思
想
の
變
遷
も
併
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
引
用
の
文
脉
で
は
、「
質
」
で
は
な
く
「
冗
」
が
弊
害
の
中
心
に
な

っ
て
い
る
の
は
閒
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
が
訓
讀
を
否
定
し
た
の
は
、

單
に
「
迴
還
顚
倒
」
と
い
う
點
の
み
で
は
な
く
、
日
本
語
で
あ
ろ
う
と
中
國
語
で

あ
ろ
う
と
、
後
世
の
文
す
べ
て
が
㊒
す
る
冗
長
と
い
う
病
を
斷
ち
切
る
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
冗
長
の
文
で
は
、
た
と
え
古
言
の
「
意
」
は
譯
し
得
た
と
し
て
も
、

「

而
文
」
な
る
表
現
の
緊
密
さ
は
到
底
譯
し
得
な
い
。
ひ
た
す
ら
「
古
文
辭
」

に
よ
る
讀
解
と
そ
の

擬
再
生
以
外
に
、
病
を
癒
や
す
手
立
て
は
な
い
。

　
こ
の
「
宋
文
之
與
俚
言
倭
言
，
其
冗
長
脃
弱
之
相
肖
」
と
い
う
徂
徠
の
指

を
、

吉
川
は
非
常
に
興
味
深
く
讀
み
解
い
て
み
せ
る
。
そ
の
箇
所
を
、
少
々
長
文
に
涉

る
が
以
下
に
引
用
し
て
み
よ
う
。

こ
の
非
連
續
を
生
ん
だ
も
っ
と
も
の
原
因
は
、
助
字
を
多
く
插
む
か
插
ま
な

い
か
に
あ
る
。
…
…
こ
の
非
連
續
は
日
本
語
が
中
國
語
と
の
閒
に
も
つ
そ
れ

と
同
じ
で
あ
る
。
日
本
語
は
テ
ニ
ヲ
ハ
ま
た
動
詞
の
語
尾
變
化
、
そ
れ
ら
を

必
須
と
す
る
ゆ
え
に
、
せ
っ
か
く
「

に
し
て
文
」
な
李
于
鱗
の
原
文
、
始

居
約
時
、

能
厚
遇
を
、
始
メ
約
ニ
居
リ
シ
時
ハ
、
能
ク
厚
ク
遇
セ
ラ
ル
ル

シ
、
と
、
冗
長
に
し
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
中
國
後
代
の
「
今
言
」
さ
え

も
、
日
本
語
に
よ
る
訓
讀
は
、
其
ノ
始
メ
貧
約
ニ
居
リ
シ
時
ハ
、
能
ク
厚
ク

遇
セ
見
ル
ル

キ
也
と
、
一
そ
う
冗
長
に
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
日
本
語
は

か
く
常
に
「
冗
に
し
て
俚
」
な
の
に
對
し
、中
國
語
は
一
般
的
に
は
「
今
言
」

と
い
え
ど
も
「

に
し
て
文
」
な
の
で
あ
る
が
、同

の
非
連
續
の
差
違
が
、

中
國
語
自
體
の
中
で
も
、「
古
文
辭
」
を
構
成
す
る
中
國
古
代
の
「
古
言
」
と
、

中
國
後
代
の
「
今
言
」
と
の
閒
に
あ
る
。
要
す
る
に
二
者
は
、
ひ
と
し
く
中

國
の
文

語
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
一
の
言
語
で
な
い
。
更
に
あ
る
い
は
後

し
て
文
」、
俗
語
も
「
冗
に
し
て
俚
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
中
國
の
語
は
「

に
し
て
文
」、
此
の
方
の
語
は
「
冗
に
し
て
俚
」
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
此

の
方
の
人
が
中
國
に
文
を
求
め
よ
う
と
す
る
時
に
、（
古
よ
り
も
）
後
世
の
文

辭
を
好
む
も
衟
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
に
近
い
と
い
う
理
由
で
好
み
を

選
擇
す
れ
ば
、
冗
は
ど
ん
ど
ん
冗
に
、
俚
は
ま
す
ま
す
俚
と
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。

　　
同
種
の
言
は
、
吉
川
も
引
く
通
り
「
答
屈
景
山
書
」
に
も
一
貫
し
て
引
き
繼
が

れ
る
。
そ
こ
で
は
、
倭
言
も
中
國
の
俚
語
も
共
に
㊒
す
る
冗
長
と
い
う
病
、
そ
れ

を
共
に
糺
し
う
る
の
は
、
唯
一
「
古
文
辭
」
の
み
だ
と
朙
確
に
述
べ
る
。

且
古
言

而
文
，
今
言
質
而
冗
。
雅
言
之
於
俚
言
也
，

言
之
於
倭
言
也
，

亦

如
是
歟
。
夫

言
之
可
譯
者
，
意
耳
。
意
之
可
言
者
，
理
耳
。
其
文
采

粲
然
者
，
不
可
得
而
譯
矣
。
故
宋
文
之
與
俚
言
倭
言
，
其
冗
長
脃
弱
之
相
肖
。

亦
必
從
事
古
文
辭
，
而
後
可
醫
倭
人
之
疾
。

　
ま
た
、
古
言
は

に
し
て
文
、
今
言
は
質
に
し
て
冗
で
あ
る
。
雅
言
の
俚

言
に
お
け
る
、

言
の
倭
言
に
お
け
る
關
係
は
、
そ
れ
（
古
言
と
今
言
と
の
關

係
）
と
同
じ
で
あ
る
。

言
を
譯
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
意
の
み
で
、
意
を

言
語
化
で
き
る
の
は
理
の
み
で
あ
る
。
そ
の
文
の
粲
然
た
る
さ
ま
は
、
譯
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
故
に
宋
の
文
は
、
俚
言
や
倭
言
と
、
そ
の
冗
長
脃
弱
さ

に
お
い
て
相
似
る
こ
と
と
な
る
。
や
は
り
必
ず
古
文
辭
に
從
事
し
て
、
そ
れ

か
ら
日
本
人
の
缺
點
を
治
療
す
る
し
か
方
法
は
な
い
。（「
答
屈
景
山
書
」）

　「
答
屈
景
山
書
」
は
、
徂
徠
六
十
一
歲
の
時
の
書

で
、
こ
こ
で
言
う
「
質
而

冗
」
が
、「
題
言
」
第
十
則
の
「
冗
而
俚
」
と
同
じ
槪
念
と
呼
べ
る
か
ど
う
か
、
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代
の
中
國
語
の
中
で
も
、
文

語
と
口
語
を
比
較
す
れ
ば
、
後
代
の
文

語

の
其
始
居
於
貧
約
之
時
、

能
見
厚
遇
也
が
、
後
代
の
口
語
で
は
更
に
冗
長

に
、
起
初
他
在
窮
約
的
生
活
的
時
候
兒
、
他
沒
能
勾
受
到
很
好
的
待
遇
、
な

ど
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
お
よ
そ
言
語
に
は
「

に
し
て
文
」
な
る
も

の
と
、「
冗
に
し
て
俚
」
な
る
も
の
と
が
、非
連
續
と
し
て
あ
る

證
と
な
る
。

（「
徂
徠
學
案
」
六
七
三
〜
六
七
四
頁
）

　
吉
川
が
獨
自
に
用
い
た
例
文
を
下
に
改
め
て
整
理
す
る
と
、「
古
文
辭
」
に
對

し
て
は
、
訓
讀
も
今
言
も
俚
言
（
白
話
）
も
同
じ
く
冗
長
で
あ
る
と
い
う
指

が

た
ち
ど
こ
ろ
に
會
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

古
文
辭
　
始
居
約
時
，

能
厚
遇
　（
李
于
鱗
）

今
言
　
　
其
始
居
於
貧
約
之
時
，

能
見
厚
遇
也

訓
讀
　
　
始
メ
約
ニ
居
リ
シ
時
ハ
、
能
ク
厚
ク
遇
セ
ラ
ル
ル

シ

俚
言
　
　
起
初
他
在
窮
約
底
生
活
的
時
候
兒
，
他
沒
能
勾
受
到
很
好
的
待
遇

　
ま
ず
宋
學
に
よ
り
中
國
の
古
典
に

近
し
、
の
ち
に
「
唐
♫
」
を
學
ん
だ
徂
徠

は
「
崎
陽
之
學
」
の
重
要
性
を
認

す
る
。
し
か
し
、
同
時
代
中
國
語
で
あ
る
唐

話
を
自
在
に
操
り
、
中
國
人
と
同
じ
方
法
で
理
解
す
る
こ
と
が
最
重
要
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
。
彼
は
、
同
時
代
中
國
語
の
俗
語
も
、
實
字
の
閒
に
助
字
が
ち
り
ば

め
ら
れ
た
「
冗
而
俚
」
な
こ
と
ば
で
あ
り
、
そ
の
點
に
お
い
て
は
和
訓
と
何
ら
變

わ
り
は
無
い
と
斷
じ
て
い
た
（
歬
引
「
題
言
」
第
十
則
）。「
崎
陽
之
學
」
か
ら
徂
徠

が
學
び
取
っ
た
も
の
は
、
後
世
の
中
國
語
も
、
訓
讀
文
と
同
等
に
「
冗
而
俚
」
だ

と
い
う
理
解
で
あ
る
。
そ
の
共
通
の
病
を
、
學
ぶ
者
は
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
は
決
し
て
訓
讀
は
用
い
ず
に
、「
冗
而
俚
」
の
對
極
に
あ
る
、
實
字
の
み

で
稠
密
な
「
古
文
辭
」
を
默
讀
し
、
日
本
語
と
は

な
る
中
國
語
の
仕
組
み
を
會

得
す
る
し
か
な
い
。
そ
し
て
、
會
得
し
た
古
文
辭
の
仕
組
み
を
正
確
に

擬
再
生

し
、「
古
文
辭
の
器
に
自
己
の
經
驗
を
流
し
込
む
」（
吉
川
「
徂
徠
學
案
」）
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
始
め
て
眞
の
理
解
に
到
逹
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
訓
讀
の
病
を
「
此
の
方
」
に
限
定
せ
ず
、
中

に
お
い
て
も

免
れ
得
ぬ
「
冗
而
俚
」
の
病
の
中
に
位
置
づ
け
た
こ
と
。
そ
し
て
、「
古
文
辭
の

學
」
を
追
求
す
れ
ば
、
中

の
人
々
で
も
困
難
な
原
典
へ
の
精
通
を
逹
成
で
き
る

と
確
信
し
た
こ
と
。
こ
れ
ら
は
一
連
の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
そ
の
契
機
の
一
つ
に

「
崎
陽
之
學
」
が
㊒
っ
た
と
考
え
た
い
。

（
四
）
方

と
し
て
の
「
訓
讀
」、
そ
し
て
同
時
代
中
國
へ
の
意

　
中

の
言
語
で
あ
っ
て
も
「
今
言
」
や
「
俚
言
」
は
「
冗
而
俚
」
で
あ
り
、
テ

ニ
ヲ
ハ
混
じ
り
の
和
訓
と
同
じ
く
「
古
言
」
か
ら
は
隔
絕
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

「
此
の
方
」
の
和
訓
を
活
用
し
て
、
漢
語
の
仕
組
み
と
古
文
辭
の
學
を
治
め
た
な

ら
ば
、
決
し
て
同
時
代
中
國
人
に
劣
る
こ
と
は
な
い
。
徂
徠
は
、
理
解
の
據
り
所

と
し
て
の
訓
讀
は
否
定
す
る
。
し
か
し
、
中
國
語
の
文
法
構
造
を

察
す
る
立
場

か
ら
は
、
訓
讀
も
方
便
と
し
て
㊒
效
だ
と
考
え
た
。

　「
題
言
」
第
二
則
の
、
訓
讀
は
中

の
實
際
の
語
順
と
は
か
け
離
れ
、
實
際
に

は
「
譯
」
に
相
當
す
る
も
の
で
し
か
な
い
と
指

し
た
箇
所
に
續
け
て
、
彼
は

「
訓
讀
を
す
る
此
の
方
の
人
閒
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

人
に
は
わ
か
ら
な
い
中

の
言
語
の
實
態
が
了
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
。

…
…
故
學
者
先
務
，
唯
要
其
就

人
言
語

其
本
來
面
目
。
而
其
本
來
面
目

人
所
不

也
。
豈
非
身
在
廬
山
中
故
乎
。
我
今
以
和
語
求
之
，
然
後
知
其

所
以

者
。
假
如
南
人
在
南
，
不
自
覺
地
候
之

，
北
人
來
南
，
乃

暄
熱
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耳
。

其
順
逆
迴
環
，
然
後
可
讀
焉
，
則
知
其
上
下
位
置
體
段
之
不
同
也
。

其
正
訓
之
外
，
字
必
加
轉
聲
（
原
㊟
「
ス
テ
カ
ナ
」），
然
後
可
讀
焉
，
則
知
此

方
用
助
聲
多
於
彼
也
。
…
…

…
…
故
に
、
學
ぶ
者
ま
ず
務
め
る
べ
き
は
、

人
の
言
語
に
つ
い
て
そ
の
本

來
の
面
目
を

ろ
う
と
す
る
の
が
重
要
だ
。
そ
れ
に
、
こ
の
本
來
の
面
目
は

人
に
は
わ
か
ら
な
い
も
の
だ
。
我
が
身
が
廬
山
中
に
在
れ
ば
廬
山
が
見
え

な
い
と
い
う
衟
理
に
他
な
ら
な
い
。
我
々
が
、
今
和
語
に
よ
っ
て
中

の
言

語
の
姿
を
探
っ
て
兩
者
の

な
る
理
由
を
理
解
す
る
と
い
う
の
は
、
た
と
え

ば
、
南
人
が
南
に
い
て
も
、
自
分
で
は
地
候
の

な
る
こ
と
を
自
覺
せ
ず
、

北
人
が
南
に
來
て
始
め
て
、土
地
の
暄
熱
を
理
解
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

文
字
を
順
逆
迴
環
し
て
よ
う
や
く
讀
む
こ
と
が
で
き
る
の
を

察
す
れ
ば
、

中

の
言
語
は
、
上
下
の
位
置
體
段
が
和
語
と
は

な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

正
訓
以
外
に
、
字
ご
と
に
必
ず
送
り
假
名
を
加
え
て
、
や
っ
と
讀
む
こ
と
が

で
き
る
こ
と
を
見
る
と
、
此
の
方
は
中

よ
り
も
助
字
を
多
用
す
る
こ
と
が

わ
か
る
。
…

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
徂
徠
に
と
っ
て
「

人
言
語
」
を
「

人
言
語
」
と
し
て

學
ぶ
こ
と
は
、
動
か
せ
な
い
歬
提
で
あ
っ
た
。
正
德
二
年
（
一
七
一
二
）
に
、
入

江

水
に
當
て
た
書

「
與
江

水
書
」
其
五
（『
徂
徠
集
』
卷
二
六
）
で
、「
中
國

語
を
中
國
語
と
し
て
會
得
し
た
我
々
は
、
日
常
の
雜
談
す
ら
中
國
語
な
の
だ
か
ら
、

た
と
え
寢
言
で
あ
っ
て
も
顚
倒
な
ど
起
こ
り
え
な
い
（
吾
黨
學
者
雖
睡
中
寱
語
亦
不

顚
倒
）」
と
述
べ
る
の
は
、『
譯
文
筌

』「
題
言
」
中
に
語
順
の
顚
倒
が
存
在
す

る
と
論

伊

仁
齋
の
高
弟
に
批

さ
れ
た
こ
と
へ
の
反
撥
で
あ
る
が）
（（
（

、
語
順
を

正
し
く
習
得
す
る
こ
と
は
、
徂
徠
に
と
っ
て

言
語
習
得
の
基
礎
の
基
礎
で
あ
っ

た
こ
と
を
端
的
に
示
す
。
同
じ
書

で
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。
徂
徠
に

と
っ
て
は
、
中
國
語
と
同
じ
語
順
で
話
し
書
け
る
な
ど
は
、
自
慢
に
も
な
ら
な
い

事
象
で
あ
っ
た
の
だ
。

…
…
然
吾
於
「
文
戒
」
中
必
諄
諄
乎
此
者
，
此
乃
受
學
之
基
址
，
故
設
以
爲

入
門

生
第
一
關
。
”透
得
此
關
，
纔
得
爲
無
學

不
會
文

的

人
耳
“。

如
年
年
來
長
崎
張
二
官
李
三
官
輩
商
客
何
足
尙
焉
。

…
…
然
る
に
吾
「
文
戒
」
中
に
必
ず
此
れ
に
諄
諄
た
る
は
、
此
れ
乃
ち
受
學

の
基
址
に
し
て
、故
に
設
く
る
に
以
て
入
門

生
の
第
一
關
と
爲
せ
り
。
”此

の
關
を
通
過
で
き
て
も
や
っ
と
學

無
く
文

も
書
け
な
い
中
國
人
に
な
れ

る
だ
け
じ
ゃ
“。
年
々
長
崎
に
來
た
る
張
二
官
李
三
官
輩
の
商
客
、
何
ぞ
尙

ぶ
に
足
り
ん
。

　
こ
の
引
用
箇
所
は
全
體
を
訓
讀
し
、「
透
得
此
關
，
纔
得
爲
無
學

不
會
文

的

人
耳
」
の

分
の
み
を
口
語
譯
し
た
が
、
そ
れ
は
こ
の

分
を
徂
徠
が
白
話

を
用
い
て
記
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。「
無
學

不
會
文

的

人
」
を
文
字
化

し
て
み
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
和
訓
と
中

の
俚
語
を
同
列
に
見
な
し
た
徂
徠
ら
し

い
。
日
本
で
あ
ろ
う
と
中
國
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
冗
長
な
言
語
し
か
扱
え
ぬ
無

學
の
者
よ
り
も
、
我
々
は
は
る
か
に
原
典
が
讀
め
る
し
書
け
る
の
だ
と
い
う
、
高

い
自
負
の
表
れ
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
徂
徠
が
目
指
し
た
の
は
、
中
國
語
を
使
っ
て
同
時
代
中
國
人
に
竝
ぶ
こ
と
で
は

な
く
、
古
書
に
記
さ
れ
る
古
人
に
竝
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
爲
に
は
、
古
言
の

擬
が
何
よ
り
も
重
要
で
、
古
言
の
あ
り
方
を
學
ぶ
爲
に
な
ら
、
訓
讀
も
十
分
利

用
價
値
が
あ
る
。
讀
誦
の
訓
讀
で
は
な
く
、
文
法
理
解
の
爲
の
訓
讀
で
あ
る
。

　
雨
森

洲
『
橘
窓

話
』
下
に
次
の
よ
う
な
條
が
見
え
る
。「
人
皆
欲
知
唐
♫
，

唯
長
崎
人
以
訓
讀
爲
便
。
各
陷
於
一
偏
之
見
，
不
能
據
理
透
徹
。
學
唐
♫
者
須
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知
其
故
」。
さ
ら
に
そ
の
條
に
續
き
、
幼
少
よ
り
朱
舜
水
の

陶
を
受
け
、
唐
♫

に
も
精
通
し
、
後
に
水
戶
光
圀
の
文
學
と
な
っ
た
今
井
小
四
郞
を
舉
げ
て
、「（
今

井
小
四
郞
）
固
用
唐
♫
，
訓
讀
亦
不
廢
者
，
此
乃
學
唐
人
之
杰
然
者
也
」
と
言
う
。

つ
ま
り
、
唐
♫
と
訓
讀
は
、
學
者
に
と
っ
て
二
つ
の
重
要
な
學
習
手
段
で
あ
り
、

ど
ち
ら
に
偏
っ
て
も
衟
理
に
透
徹
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
雙
方
の
利
點
を
見
極

め
て
こ
そ
、

言
語
と
し
て
の
中
國
語
に
習
熟
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
衟
理

は
、
徂
徠
に
と
っ
て
も
共
通
認

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に―

言
語
習
得
の
場
で
の
「

擬
」

　
上
述
の
通
り
、
長
崎
通
事
は
「
讀
習
」
と
「

擬
再
生
」
を
兩
輪
の
齒
車
と
し

て
、
唐
話
を
自
ら
の
血
肉
と
し
よ
う
と
し
た
。

生
徂
徠
は
、「
古
文
辭
」
を
默

讀
に
よ
り
習
熟
し
、
そ
れ
を
「
自
ら
の
手
指
か
ら
」
再
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

古
言
と
一
體
化
し
よ
う
と
し
た
。

　
兩
者
に
共
通
す
る
の
は
、

言
語
を
理
解
し
習
得
す
る
た
め
の
實
踐
を
、
讀
む

こ
と
と

擬
を
通
し
て
行
っ
た
點
で
あ
る
。

　
正
德
元
年
（
一
七
一
一
）
十
⺼
、
徂
徠
が
岡
島
冠
山
を
講
師
に
迎
え
て
、
中
國

語
講
習
會
「
譯
社
」
を
立
ち
上
げ
る
以
歬
、
彼
に
唐
話
を
敎
え
た
の
は
、
悅
峯
ら

黃
檗
僧
、
さ
ら
に
中
野
撝
謙
ら
の
、
唐
話
に
通
じ
た
長
崎
出
身
の
儒
者
で
あ
っ
た

と
い
う）

（（
（

。『

生
徂
徠
年
譜
考
』
が
寶
永
二
年
（
一
七
〇
六
）
に
繫
年
す
る
「
送
野

生
之
洛
序
」（『
徂
徠
集
』
卷
十
）
は
、
そ
の
中
野
撝
謙
が
京
都
へ
移
住
す
る
送
別

の
文
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
唐
話
の
學
習
仲
閒
を
列
舉
し
、「
崎
陽
之
學
」
の
㊒

效
を
稱
え
、「
嗚
呼
，
吾
之
冥
游
崎
者
久
矣
哉
（
あ
あ
、
目
を
閉
じ
て
長
崎
に
遊
ぶ
こ

と
何
と
久
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
）」
と
、
長
崎
へ
の

れ
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中

野
撝
謙
の
伯
父
は
、
當
時
の

名
な
大
通
事
で
あ
り
初
代
唐
通
事
目
付
に
任
ぜ
ら

れ
た
林
衟
榮
（
移
住

人
の
二
世
）
で
あ
り
、
撝
謙
も
衟
榮
の
下
で
實
子
同
然
に
學

問
を
受
け
、「
林
家
の
神

」
と
稱
せ
ら
れ
た
と
い
う）
（（
（

。
撝
謙
自
身
、
恐
ら
く
は

唐
話
の
妙
手
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。
徂
徠
も
彼
を
稱
し
て
、「
闚
其
人
，
倭
其

衣
冠
，

其
笑
語
，

不
愕
眙
相
顧
（
そ
の
人
と
な
り
を
窺
う
に
、
姿
形
は
日
本
人
だ

が
、
談
笑
す
る
と
中
國
人
、
そ
の
場
に
い
て

愕
し
な
い
者
は
い
な
い
）」
と
述
べ
る
ほ

ど
で
あ
る
（「
送
野
生
之
洛
序
」『
徂
徠
集
』
卷
十
）。
唐
通
事
に
つ
い
て
は
、「
崎
者

夷
夏
之
交
也
，
…
…
譯
人
居
之
，
其
爲
俗
也
（
長
崎
は
夷
夏
の
交
錯
地
、
…
…
通
事

は
そ
の
地
に
あ
っ
て
、
俗
な
存
在
で
あ
る
）」
と
、
學
者
で
は
な
い
俗
人
だ
と
の
立
場

を
取
る
が
、
そ
れ
は
儒
者
た
る
徂
徠
の
文
脉
と
し
て
は
當
然
の
こ
と
と
も
言
え
る
。

　
唐
通
事
が
讀
書
し
た
中
國
白
話
小
說
は
、
も
と
よ
り
文

語
で
あ
っ
て
口
頭
で

會
話
す
る
の
に
は
㊜
さ
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
雨
森

洲
『
橘
窓

話
』
上

で
、「
小
說
還
是
筆
頭
話
」
と
い
い
、
同
じ
箇
所
で
、「
或
曰
，
學
唐
話
須
讀
小
說

可
乎
。
曰
，
可
也
。
然
筆
頭
者
文
字
，
口
頭
者
說
話
，
依
乎
平
家
物
語
以
成
話
，

人
肯
聽
乎
（
或
る
人
が
、
唐
話
を
學
ぶ
の
に
小
說
を
讀
ん
で
も
よ
い
だ
ろ
う
か
と
問
う
た
。

私
は
答
え
た
。
か
ま
わ
な
い
が
、
筆
先
が
小
說
、
口
に
す
る
の
が
會
話
で
、
平
家
物
語
に

從
っ
て
話
を
し
て
も
、
誰
が
聞
こ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
と
。）」
と
も
述
べ
る
。
中
國
白

話
小
說
と
實
際
の
口
頭
語
と
の
違
い
は
、
唐
通
事
た
ち
も
了
解
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
の
行
爲
は
、
徂
徠
に
言
わ
せ
る
な
ら
ば
、
先
に
引
用
し
た
通
り
、

「
以
其
所
近
求
其
所
喜
，
其
冗
者
益
冗
，
其
俚
者
益
俚
」（「
題
言
」
第
十
則
）
で
あ

る
。
事
實
、
長
崎
唐
通
事
が
中
國
の
白
話
を

擬
再
生
す
る
時
、
踏

し
た
の
は

文
體
の
枠
組
み
の
み
、
實
際
に
彼
ら
が
書
記
の
た
め
に
使
用
す
る
言
語
は
、
彼
ら

が
習
い
覺
え
た
、
極
め
て
通
俗
的
な
口
頭
語
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
彼

ら
が
學
習
對
象
と
し
た
中
國
語
が
㊒
し
て
い
た
獨
自
の
方
言
的
特

を
帶
び
る
こ

と
す
ら
㊒
っ
た
の
だ）

（（
（

。

　
唐
通
事
の

擬
再
生
は
、「
冗
而
俚
」
な
言
語
に
依
據
し
て
「
冗
而
俚
」
を
理

解
し
再
生
產
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、「
其
冗
者
益
冗
，
其
俚
者
益
俚
」
と
な
ら
ざ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
六
十
八
集

一
五
〇

る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
唐
通
事
に
と
っ
て
は
、
そ
の
「
冗
而
俚
」
な
る
言
語
こ

そ
が
、

業
言
語
と
し
て
生
命
力
を
㊒
し

用
性
の
高
い
價
値
あ
る
も
の
で
あ
っ

た
。「
冗
而
俚
」
た
る
訓
讀
を
、

言
語
の
文
法
構
造
を
理
解
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
活
用
し
、「

而
文
」
な
る
古
語
に
肉

し
て
古
人
と
對
峙
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
徂
徠
と
は
、
も
ち
ろ
ん
實
踐
の
目
的
自
體
が

な
っ
て
い
た
。

　「
崎
陽
之
學
」
か
ら
、
徂
徠
は
中
國
語
原
典
を

言
語
と
し
て
理
解
す
る
方
法

を
學
ん
だ
。
徂
徠
が
、
自
覺
的
に
古
文
辭
を

擬
再
生
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、

從
來
「
和
習
」
な
ど
と
呼
ん
で
泥
ん
で
き
た
日
本
製
の
中
國
語
文
を
否
定
し
た
上

で
、
改
め
て
他
者
た
る

言
語
を
自
ら
の
手
中
に

得
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
行

爲
で
あ
っ
た
。

　
唐
通
事
と
徂
徠
は
、
肉

す
べ
き
對
象
を

に
は
し
て
い
た
が
、

言
語
の
眞

髓
或
い
は
最
も
生
命
力
の
あ
る

分
を
會
得
し
よ
う
と
試
み
た
行
爲
と
し
て
、
同

じ
時
代
性
を
㊒
し
て
い
た
と
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

㊟
（
１
）　
武

原
文
は
「
好
得
緊
、
不
曉
得
吃

去
」
と
す
る
が
、
誤
植
と
認
め
て
句
讀
を

改
め
た
。

（
２
）　
主
な
所

は
以
下
の
通
り
。『
唐
通
事
心
得
』（
長
崎
歷
史
文
化
博
物
館
）、『
長
短

拾
話
唐
話
』（
長
崎
歷
史
文
化
博
物
館
）、『
養
兒
子
』（
早
稻
田
大
學
）、『
小

兒
』

（
關
西
大
學
、
早
稻
田
大
學
）、『
官
話
纂
』（
早
稻
田
大
學
）、『
鬧
裡
鬧
』（
關
西
大

學
、
早
稻
田
大
學
に
何
良

・
平
氏

二
種
。『
鬧
裏
鬧
』
の
表
記
も
㊒
り
。）、

『
請
客
人
』『
長
短
話
』『
小
學
生
』（
以
上
、
關
西
大
學
）。
こ
の
う
ち
、
關
西
大
學

所

の
『
小

兒
』『
長
短
話
』『
請
客
人
』『
小
學
生
』『
鬧
裡
鬧
』
は
、
奧
村
佳
代

子
編
『
關
西
大
學
圖
書
館
長
澤
文
庫
所

唐
話
課
本
五
篇
』（
關
西
大
學
東
西
學
術

硏
究
所
㊮
料
集
刊
三
十
、
關
西
大
學
出
版

、
二
〇
一
一
）
に
影
印
及
び
飜

さ
れ

る
。『
唐
通
事
心
得
』
は
、
拙
稿
「『
唐
通
事
心
得
』
譯
㊟
稿
」（『
京
都
大
學
文
學

硏
究
紀
要
』
三
九
、
二
〇
〇
〇
、
一
〜
五
〇
頁
）
に
飜

し
た
。『
瓊
浦
佳
話
』『
譯

家
必
備
』
に
つ
い
て
は
後
述
。

（
３
）　
そ
の
文
體
上
の
特

に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
唐
通
事
の
「
官
話
」
受
容―

も
う
一

つ
の
「
訓
讀
」」（
中
村
春
作
等
編
『
續
・
訓
讀
論―

東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
の
形
成
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
、
二
六
〇
〜
二
九
一
頁
）、
ま
た
中
村
春
作
等
編
『
訓
讀
か

ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
第
二

第
三

「
長
崎
唐
通
事
の
言
語
世
界
」（
東
京
大

學
出
版
會
、
二
〇
一
四
、
一
一
〇
〜
一
二
二
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
４
）　
管
見
に
、
東
北
大
學
狩
野
文
庫
、
早
稻
田
大
學
圖
書
館
、
京
都
大
學
附
屬
圖
書

館
所

、
長
崎
大
學
（
卷
四
）。
東
北
大
學

本
に
は
、
卷
頭
に
「
快
鳳
鄭
郁
文

編

」
と
、
撰
者
と
覺
し
き
人
名
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
現
時

點
で
は
未
詳
で
あ
る
。
な
お
、『
國
書
總
目
錄
』
に
は
九
州
大
學
・
東
京
大
學
鶚

軒
文
庫
、
ま
た
國
文
學
硏
究
㊮
料
館
『
日
本
古
典
籍
總
合
目
錄
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』

（http://base1.nijl.ac.jp/~tkoten/about.htm
l

）
に
は

城
大
學
の
所

も
記

す
。
こ
の
內
、
東
京
大
學

本
は
、
實
際
は
『
瓊
浦
佳
話
』
で
は
な
く
『
三
折
肱
』

で
あ
る
。
裏
表
紙
に
「
瓊
浦
佳
話
卷
之
四
」
と
記
す
こ
と
か
ら
書
誌
の
混
亂
が
生
じ

た
の
で
あ
ろ
う
（
石
田
義
充
「「
小
說
瓊
浦
佳
話
」
解
題
」、『
圖
書
館
學
硏
究
報
吿
』

一
、
一
九
六
八
）。
尙
、『
三
折
肱
』
は
第
一

に
引
用
の
武

「
鎭
西
の

那
語
學

硏
究
」
も
言
及
す
る
通
事
編
輯
寫
本
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改

め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
５
）　
成
書
年
代
に
つ
い
て
は
、
い
し
ゐ
の
ぞ
む
「
大
浦
天
主
堂

唐
文
禁
敎

辨
釋
」

（
第
三
回
長
崎
純
心
比
較
文
化
學
會
口
頭
發
表
配
布
㊮
料
、
二
〇
〇
九
、http://hdl.

handle.net/2433/78314

）、
許
麗

「
長
崎
唐
通
事
敎
材
『
瓊
浦
佳
話
』
之
硏

究
」（『

化
師
大
國
文
學
誌
』
二
十
、
二
〇
一
〇
年
六
⺼
）
な
ど
の
先
行
硏
究
が
あ

る
。
い
し
ゐ
論
文
は
『
譯
家
必
備
』
に
つ
い
て
も
檢
討
を
加
え
る
。

（
６
）　
長
澤
規
榘
也
編
『
唐
話
辭
書
類
集
』
卷
二
十
所

。
靜
嘉
堂
文
庫
、
筑
波
大
學
、



「
崎
陽
の
學
」
と

生
徂
徠

一
五
一

新
村
出
記
念
重
山
文
庫
に
も
所

さ
れ
る
と
い
う
が
、
未
見
（
上
記
『
日
本
古
典
籍

總
合
目
錄
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』）。

（
７
）　
琉
球
の
官
話
敎
本
で
は
、『
學
官
話
』『
官
話
問
答
便
語
』
が
「
兩
替
」
や
「

參
り
」「
宴
會
」「
書
店
で
の
買
い
物
」
な
ど
の
シ
ー
ン
每
に
場
面
を
分
か
ち
、
ま
た
、

一
貫
し
た
時
閒
の
流
れ
を
㊒
す
る
『
白
姓
』
も
、
中
身
は
細
か
な
シ
ー
ン
每
に
分
割

さ
れ
て
お
り
、
寧
ろ
こ
の
形
式
が
主
流
で
あ
る
。

（
８
）　
朝
鮮
や
琉
球
も
含
め
た
通
事
の
官
話
敎
本
に
お
い
て
は
、『
譯
家
必
備
』
型
の
對

話
テ
キ
ス
ト
が
壓
倒
的
に
主
流
で
あ
る
中
で
、
長
崎
が
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と

は
興
味
深
い
事
象
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
關
し
て
は
別
に
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ

と
と
し
た
い
。

（
９
）　
た
だ
し
、後
に
述
べ
る
岡
島
冠
山
は
『
通
俗
皇
朙

烈
傳
』
二
十
卷
や
『
通
俗
忠

義
水
滸
傳
』
四
七
卷
な
ど
の
白
話
小
說
和
譯
本
、
日
本
の
『
太
平
記
』
の
飜
案
白
話

小
說
『
太
平
記
演
義
』
五
卷
を

し
て
い
る
。
ま
た
、『
假
名
手
本
忠
臣

』
を
『
忠

臣

演
義
』
と
い
う
白
話
小
說
に
仕
立
て
た
周
文
次
右
衞
門
な
ど
の
通
事
も
存
在
し

た
（
奧
村
佳
代
子
「
唐
通
事
の
白
話
文—

—

日
本
語
作
品
の
飜
譯
を
中
心
に
」『
黃

檗
宗
與
十
七
世
紀
的
東
亞
文
化
交
流
　國
際
硏
討
會
　會
議
手
册
』
二
〇
一
五
、
一
一

三
〜
一
三
一
頁
）。

（
10
）　「
題
言
」
の
第
一
則
に
「
是
編
予
二
十
五
六
時
所
口
說
、
僧
天
敎
及
吉
臣
哉
筆
受

成
帙
」
と
い
う
。
ま
た
「
題
言
十
則
」
に
つ
い
て
は
、
寶
永
八
年
の
日
付
を
も
つ

吉
㊒
鄰
（
口
述
を
筆
受
し
た
吉
臣
哉
）
の
「
凢
例
三
則
」
第
三
則
に
、「
題
言
十
則
，

不
佞
所
請
先
生
以
載
筆
者
，
附
於
卷
首
」
と
あ
る
。
初
版
の
書
誌
に
關
し
て
は
、

『

生
徂
徠
全
集
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
）
第
二
卷
の
戶
川

郞
・
神
田
信
夫

「
解
題
・
凢
例
」
が
詳
し
い
（
七
二
七
〜
七
五
五
頁
）。

（
11
）　
以
下
、
吉
川
「
徂
徠
學
案
」
に
付
す
頁
數
は
、
す
べ
て
こ
の
『
日
本
思
想
大
系
』

本
に
據
る
。

（
12
）　
平
石
直
昭
『

生
徂
徠
年
譜
考
』（
平
凢
社
、
一
九
八
四
、
一
五
六
頁
）
な
ど
。

（
13
）　
原
文
は
以
下
の
通
り
。
且
二
公
之
文
主
敘
事
。
而
于
鱗
則
援
古
辭
以
證
今
事
。
故

不

朙
事
制
者
，
雖
熟
古
書
，
亦
不
能
讀
焉
。
夫
六
經
，
皆
事
也
，
皆
辭
也
。

辭
與
事
，
古
今
其
如
眎
諸
掌
乎
。

（
14
）　

天
之

靈
，
暨
中
年
，
得
二
公
之
業
以
讀
之
。（「
答
屈
景
山
書
」
よ
り
）

（
15
）　
吉
川
幸
次
郞
「
徂
徠
學
案
」『
日
本
思
想
大
系
』
三
六
、
六
七
三
頁

（
16
）　
平
石
直
昭
『

生
徂
徠
年
譜
考
』（
平
凢
社
、
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
、
東
北
大

學
狩
野
文
庫

寫
本
「
徂
徠
集
」
は
、
服

南
郭
・
太
宰
春
臺
ら
に
よ
る
稿
本
に
相

當
し
、
そ
こ
で
は
、
そ
の
批

を
行
っ
た
人
物
名
が
改
め
ら
れ
ず
に
殘
っ
て
い
る
と

い
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
或
人
」
と
い
う
の
は
、
徂
徠
の
論

で
あ
る
伊

仁
齋

の
高
弟
北
村
篤
所
で
あ
り
、「
或
人
所
派
」
と
さ
れ
る
の
は
、「
仁
齋
一
派
」
と
さ
れ

る
と
い
う
（
同
書
一
九
頁
）。

（
17
）　
石
崎

造
『
近
世
日
本
に
於
け
る

那
俗
語
文
學
史
』
第
三

「
江
戶
に
於
け
る

那
語
學
の
流
行
」
第
二
節
か
ら
第
八
節
は
「
冠
山
及
徂
徠
の

園
を
中
心
と
す
る

那
語
學
」
と
し
て
、
徂
徠
の
唐
話
學
を
槪
說
す
る
。

（
18
）　『
先
哲
叢
談
後
編
』
卷
三
。

（
19
）　
拙
論
「「
官
話
」
の
現
地
化―

長
崎
通
事
書
の
二
重
他
動
詞
「
把
」
と
琉
球
通
事

書
の
處
置
文―

」（『
京
都
大
學
文
學

硏
究
紀
要
』
五
一
、
二
〇
一
二
、
一
二
九
〜

一
四
七
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。




